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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
六
號

o

(

四三ニ

〕

現

金

奪
備

率

と

信

用

'
創
造

—

^
數
銀
.行

に

於

け

る

 

'乘
數

の

；理
論

-

村

俊

一
、

は

し

が

き

.

.

此
の
論
文
の
目
的
は
二
っ
あ
る
。

:

第
一
に
、
近
來
非
常
な

_

を
み
せ
て
い
る
經
濟
貍
論
の
分
野
の
中
、
特
に 

現
代

.の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
リ
ニ
ア
I

モ
デ
ル
に
ょ
っ
て
、
銀
行
の
預
金
造
出
の 

乗
數
効
果
の
分
析
を
試
み
る

。

.

.

第
二
に
、
社
會
的
に
、
.制
度
的
に
、
或
い
は
法
律
的
に
定
ま
る
銀
行
全
體
と 

し
て
の
準
備
率
と
は
何
か
と
い

.ぅ
檢
討
で
あ
る

。

'

若
し
、
銀
行
全
體
と
し
て
の
準
備
率
が
興
え
ら
加
て
い
る
な
ら
ば
、

ケ
イ
ン
. 

ズ

の

「
一

般

a
_」

の
乘
數
の
理
論
と
全
く
パ
ラ
レ
ル
に
_
罾
を
進
め
る
事
が 

出
来
る
。
勿
論
、
乘
數
理
論
の
か
ら
く
り
と
い
ぅ
意
味
で
な
ら
、
金
融
理
論
で 

は
早
く
か
ら
、

こ
の
用
具
を
使
用
し
て
来
た
。

し
か
し
、
乘
數
理
論
が
經
濟
學 

徒
の

f

軍
と
し
て
登
錄
さ
れ
た
の
は「

一
般
理
論」

_

で
あ
る
。

筆
者

.の
分
析
は
、
グ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン

(1
)
、

チ
ッ
プ
マ
ン
⑵
、

メ
ッ
ツ
ラ

f
⑶
、
 

レ
オ
ン
テ
ィH

フ
⑷
、

ソa

丨
(5
)
等
に
負
つ
て
い
る
。
乘
數
理
論
は
上
述
の
人 

々
に
よ
っ
て
多
部§

：

の
乘
數
理
論
に
擴
張
さ
れ
た
。
假
令
、
乘
數
理
論
が
、
最

初
に
、
銀
行
の
.信
用
造
出
の
說
明
に
使
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
豐
か
な
稔
り
は 

所
得
分
析
の
理
論
の
上
で
な
さ
れ
た
。
今
や
我
々
.は
ょ
り
精
密
な
武
器
の
存
在 

.を
知
つ
た
以
上
、
こ
の
輸
入
を
す
る
事
は
、
科
學
の
發
展
と
し
て
大
い
に
有
意 

義
で
あ
ろ
う
。

. 

*

我
々
は
以
下
の
論
述
に
お
い
て
、
或
る
假
定
の
下
に
次
の
二
つ
の
命
題
を
得 

.た
。
 

' 

.

㈠

.一
銀
行
の
信
用
創
出
額
は
、
他
の
銀
行
へ
の
本
源
的
預
金
に
も
佐
存
す 

.
る
0 

. 

.

.

㈡

我
々
の
假
定
の
下
で
は
、準
備
率
は
、
一
般
に
常
數
で
は
あ
り
得
な
い
。
 

此
の一

i

つ
の
命
題
の
導
出
を
も
つ
て
、
我
々
の
議
論
は
完
結
す
る
。

ニ
、
問
題
及
び
見
通
し 

.

.

.

.

.

.

.

.

，
我
々
が
何
を
檢
討
し
ょ
う
と
し
て
.い
る
か
を
見
る
爲
に
、
手
始
め
に
銀
行
乘 

敷
'の
.理
論
を
説
明
す
る
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
此
の
問
題
は
、

一
九
二
〇
年
以 

來
色
々
0
學
者
に
ょ
つ
て
取
扱
わ
れ
て
來
た
。
我
國
に
於
て
.も
、
貢
献
が
あ
る 

が
、
最
初
に
そ
れ
を
定
式
化
し
た
榮
譽
は
0

• 

A 

.
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
(6
)
に
■
す

る
で
あ
ろ
う
。
以

T '
彼

の

書『

銀
行
信
用』

の
第
三
章
、「

銀
行
信
用
の
哲
學」 

を
耍
約
す
る

。

: 

'

.い
ま
、
何
等
か
の
事
情
に
よ
り
、
銀
行
全
體
の
預
金
に
對
す
る
現
金
準
備
率 

，が
定
つ
て
い
た
と
す
る
。
之
を

R
と
お
く
.と
、
銀
行

.は

貸

倒

れ

の

.
危

險

の

な

い
 

限
り
利
刺
の
極
大
を
も
た
ら
す
ベ
く
、
貨
付
を
擴
張
す
る
と
い
う
主
體
的
な
行 

爲
が
銀
行
全
體
と
し
て

%.
妥
當
す
る
な
ら
ば
、
本
源
的
預
金
額
を

I
、
そ
の
結 

衆
生
ず
る
预
金
顆
を

0
と
す
る
と
、
.次
式
を
得
る
。
 

a
=
J

+
I
p
I

W)

+
J
P
丨
R)

M
+…

…

こ

の

式

は

M
I

却

の

絕

尉

値

が

i
よ
り
小
な
ら
ば
、

必
ず
收
策
し
て
、
 

そ
の
和
は

、

.

■
H
I 

H 

ニ

t
l 

Ml 

P
I
S 

I R

.

で
iTK
さ
れ
る
。

こ
の
理
論
と
段
資
乘
數
の
理
論
と
の
平
行
性
は
、

1
IR

を 

限
i

费
性
向
に
、

'1を
_
發
的
投
資
に
、

D
を
增
加
國
民
所
得
に
置
換
えV

 

み
る
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ば
先
を
ー
變
し
て
、
全
體
と 

し
て
の
銀
行
の
考
察
か
ら
離
れ
、
個
々
の
銀
行
の
員
出
は
#
_
迄
可
能
か
を
追 

求
し
て
い
る
。
彼
に
從
つ
て
次
の
よ
う
に
記
號
を
定
め
よ
う

。

.

0…
…

附
加
的
现
焱
、
或
い
は
準
備

0 ,…
…

銀
行
が
贷
出
を
行
う
事
.に
よ
っ
て
出
て
行
く
現
金
'

0;…
…

C
か
ら
生
ず
る
貸
出
擴
張
、
或
い
は

%
出
預
金)

.
r…

：

：
预
金
に
對
す
る
.现
^
準
備
率
.

.'.

.た…
…

贷
出
に
剷
す
る
派
生
预
命
雍

. '现
金
難
備
串
と
.信
用
创
造
' 

r 

'■
:

右
の
定
義
か
ら
ノ 

.

o
l
=
p
l

s :,
ベ
.
.

.c
l"

c
l  (rc

+
&

3
).

で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
、

(

l
ls
»
= 

cl (
r

e
t  

r
s

故
に
、

A

r L
f

^ r)

。

•
依
つ
て
、
た
と
デ
の
關
係
如
何
に
ょ
つ
て
、
卽
も

\ 

k

ス

I
t

な
ら
ば
、
G
に
基
ず
く
貸
出
擴
張
額
は
0
を
超
え
得
る
事
を
示
す
。

以
上
が
ス
ィ
»;
'
ッ
プ
ス
，の
理
論
の
骨
子
で
あ
る
。

だ
が
、

R
と
?'
と

の

關
 

係
、

r
の
意
味
、
.•た
の
意
味
及
び
兩
者
の
關
係
に
つ
い
て
猶
不
分
明
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
我
々
は
、
.銀
行
組
織
全
體
と
し
て
の
丑
と
、
個
々
.の
銀
行
の
デ
と
の
關 

係
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。‘
我
々
は
、
今
迄
不
用
意
に
用
い
て
來
左
言
葉
を
明 

ら
か
.に
定
義
し
、
銀
行
組
織
全
體
と
し
て
のi

ぎ
を
個
々
の
銀
行
間
の
作
用
と 

し
て
把
え
、
乘
數
理
論
が
そ
う
で
あ
る
ょ
う
-に

、

こ

の

働
# '
の

性

質

と

し

て

線
 

-S
-
性
を
與
え
て
、
そ
の
if
t

^

か
ら
#

數
銀
行
の
乘
數
a

^ :
を
み
て
み
ょ
う
。

ノ
 

.三
、
多
數
銀
行
の
體
制

:

我
々
は
銀
行
體
制
を
次
の
如
く
汞
す
。
 

,

.

« 

三1
(

四
三
三)
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三
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S1 
ニ 

s

X
l

I
M
a
l
i
lp

H
o

i
o
l

な
る
式
が
成
立
っ
。
し
か
も
我
々
は
第
一
番
目
の
銀
行
を
取
出
し
て
説
明
を
し 

た
が
、
こ
の
事
ぱ
第
一
番
目
の
銀
行
に
特
殊
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
1
か
ら55  

迄
の
す
べ
て
の
銀
行
に
成
立
す
る
替
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
⑴
式
で
銀
行
體
制
と 

呼
ん
、た
も
.の
が
、
意
味
を
も
っ
て
成
立
し
た
事
に
な
る
。

我
々
.は
歡
、
⑴
式
に
っ
い
て
若
干
の
說
明
を
加
え
た
方
が
、
こ
の
普
通
で
な 

い
見
方
を
納
得
し
て
貰
ぅ
の
に
都
合
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
考
え
ら
れ
る
事
は

0,
の
內
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
⑴
式
か
ら
分
る
よ

ぅ
 

に
、
現

金(

そ
れ
も
い
ず
れ
の
銀
行
か
ら
も
引
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
中
央 

銀
行
の
新
發
行
の
部
分
で
あ
る
,-
と)

、

外
國
貿
易
の
殘
高
、

政
府
支
拂
等
 々

で
あ
る
。
こ
れ
を
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
.の
銀
行
全
體
と
し
て
の
式
に
比
較
す
る
と
、

I
A .
P

で
あ
っ
て
、
•我
々
の
0 ,
の
定
義
の
妥
當
性
を
示
す
と
共
に
、
I
の
意
味
も
明
瞭 

な
ら
し
め
る
。

次
に
我
々
は
⑴
の
式
に
っ
い
て
、横
か
ら
見
る
事
の
み
に
注
意
さ
れ
て
來
た
。
 

だ
が
、
こ
の
連
立
方
程
式
を
縦
か
ら
見
る
と
、
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
と 

云
う
事
を
檢
討
し
て
見
よ
う
。
前
と
同
じ
よ
う
に
、

第
一
番
目
の
銀
行
を
と

る
0

三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
九
卷
第
六
號

- 

X
l

I
«
1
1

812 —

.

.

.
:
:
:
: 

•
1

«lw HC
1

—
«
2
1+

X
2I

^

2

1
.
.
...

.

.

.

«
2
 
玲
=
0
2

l
^
l
^
l
.

.

.

.. 

+̂

1
^
3
^
H
P

'

こ
こ
に
、
 

.

X ,

は
第
f

都
：

E

の
銀
行
の
一
定
期
間
に
於
け
る
增
加
預
金
量
。.

|

は
第
i#

因
の
銀
行
か
ら
第
€#

因
の
銀
行
へ
の
預
金
の
流
れ
を
示
す
。.

抑
は
銀
行
總
數
。

.

A

は
i#

銀
行
へ
の
體
系
全
體
か
ら
見
た
本
源
的
預
金
。

.
我
々
は
こ
の
體
制
の
妥
當
性
の
說
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
爲
に
我
々
は 

第
-
番
目
の
銀
行
の
預
金
の
源
泉
が
小
文
字
の
I
I.
J
は
1
か
ら
%
迄
！
、
と 

C,
で
ヵ
バー

出
来
、
且
そ
の
中
.の
分
類
が
一
意
で
あ
る
こ
と
を
示
せ
ば
十
分
で 

あ
る
。
鍬
我
々
の
分
類
は
第
1
番
目
の
銀
行
に
つ
い
て
の
み
行
ぅ
が
、
こ
の
事
' 

に
ょ
り
我
々
は
何
等
一
般
性
を
失
ぅ
事
が
な
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

.-
>

X ,
は
第
一
番
目
の
銀
行
の
增
加
預
金
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
源
泉
が
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
卽
ち
第
一
番
目
の
銀
行
の
預
金
勘
定
の
借
方
增
に
相
等
す
る
も
の 

が
ヽ
必
要
で
あ
る
。
先
ず
我
々
は
第1

番
目
の
砠
む
以
外
の
銀
行
ゴ
へ
i
は
2
か 

■

ら
れ
迄〕

か
ら
の
流
入
が
す
ぐ
に
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
、
自
分
自
身
が
創
造 

.
•

し
た
預
金
、
卽
ち
貸
付
の
殘
高
が
あ
る
。
銀
行
か
ら
銀
行
へ
の
•预
金
の
フ
ロ


は 
こ
れ
で
全
部
で
あ
る
。
 

所
が
銀
行
の
预
金
は
之
等
か
ら
の
み
生
ず
る
の
で
は 

•

な
い
。
他
銀
行
を
通
ず
る
事

な

く

し

て

入

つ

て

來

る

预

金

.
が

あ
る
。
之
を
01
.
.
と 

す
る
と
、
こ
れ
を
我
々
は
銀
行
體
系
全
體
と
し
て
の
本
源
的
预
金
と
定
義
す
る 

事
は
極
め
て
妥
當
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
卽
ち

x
i
'
j 

■は
.
j
-
V
.

Z
へ
の
フ
ロ
ー
で
あ
っ
た
か
ら
、

縦
列
は
第
一
.番
目
の
銀
行

(

¥)  

，

，
，

.

か
ら
他
の
銀
行
へ
の
フ
ロ 

f
を
表
わ
し
て
い
る
。
，こ
こ
に
、
銀
行
が
取
引
先
の 

い
ず
れ
に
貸
付
け
た
か
は
、
我
々
の
圖
式
の
中
か
ら
全
く
消
え
て
い
る
。
唯
、

こ
こ
に
登
場
し
て
来
る
の
は
す
べ
て
の
銀
行
間
の
關
係
で
あ
つ
て
、

そ
れ
以
外 

の
者
は
體
系
の
外
に
狎
し
や
ら
れ
て
い
る
。
■
一
 

っ

の
開
放
體
系
で
あ
る
。

し
か
し
我
々
は
⑴
の
體
系
は
定
義
と
し
て
導
出
し
た
が
之
妒
働
き
と
し
て
把 

え
た
の
で
は
な
い
。
次
い
で
こ
の
目
的
を
果
す
爲
に
一
っ
の
假
定
を
加
え
る
。

ぶ

/

x
i  =

 f

 

a'eih
/
o

こ

の
假
定
の
經
濟
的
意
味
は
第
.フ
番
目
の
銀
行
か
ら
第
ミ
銀
行
へ
行
く
預
金 

の
量
ば
第
i
番
目
の
銀
行
の
增
加
预
金
に
對
し
て
一
定
の
比
率
を
も
っ
と
い
う 

事
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
第
纟
番
目
の
銀
行
の
预
金
が
第
i
番
目
銀
行
の
預
金 

の
增
加
に
對
し
て
ど
れ
だ
け
增
加
す
る
か
を
定
め
て
い
る
關
係
を
固
定
し
た
事 

に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
假
定
の
妥
當
性
は
如
何
と
い
う
反
問
が
必
ず
や
生
じ
て 

來
る
に
違
い
な
い
。
現
在
こ
の
假
定
の
妥
當
性
を
示
す
何
等
の
資
料
も
持
た
な 

い
。
こ
の
叫
の
決
定
は
恐
ら
く
非
常
に
固
難
な
^

^
兮
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
 

こ
れ
が
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の
叫
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
は
容
^
に
知
ら 

れ
る
。
然
し
年
々
の
總
预
金
額
の
序
列(

銀
行
の)

が
大
體
變
ち
な
い
と
云
う 

事
は
、銀
行
間
に
あ
る
定
っ
た
マ
ネ
！

フ
ロ
ー
の
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ 

う
か
と
、
豫
想
を
す
る
事
は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
妥
當 

性
に
っ
い
て
は
少
く
と
も
直
ち
に
納
得
出
來
な
い
事
は
事
實
で
あ
る
。
所
が
社 

會
全
體
と
し
て
の
i

率
の
固
定
性
の
假
定
と
，I

コ
ン
ス
タ
ゾ

ト

の
假
定
の
信 

賴
性
、
も
し
く
は
現
實
性
の
そ
の
度
合
は
餘
り
違
わ
な
い
ょ
う
に
思
わ
，§
ね
ル 

而
も
我
々
は
準
備
コ
ン
ス
タ
ゾ

ト

の
假
定
を
我
々
の
^
^
の
中
の
ス
ぺ
シ
ャ
ル

現
金
，準
備
串
と
信
用
創
造 

,

ヶ

ー

ス

と

し

て
含
み
得
る
事
を

後
に
示
す
か
ら
、
ょ
り
緩
い
條
件
と
し
て
認
め 

ら
れ
得
る
と
思
ぅ
。

ょ
つ
て
⑴
を
次
の
如
く
示
し
得
る
。

.

•

I
p
l
j •^

i—

卩
1
2>-
2,
 

1C
521+

2U

I
P
-
J
l
^
t

I

⑵

を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
示
す
と
、

(T
A

)X
=

C

 

.

.…

：

こ
こ
に
I
は
單
位
行
列
、

‘ 

X
、=

(X
1

,X
2

,

:
:
:

,x
s

)

C
、=(

P
,

C
2
'
_
;
P)

へ9u
a
l2

.0
1
s  \

oslos

to…
…

は
ト
ラ
ゾ

ス
ボ
ー
、ス
を
ー
ボ
す)

A
H

©

も
し
厶
が
疋
則
.(n

o
n
-

s
in

g
u
la

r)  

列

(1
—

A
)—

ド
を
持
つ
。
故
に
、

x
n
pI
A
r
H
C

で
且

H-C

!>

%
正
則
な
ら
ば>

逆
行

C
は
所
與
で
あ
る
か
ら
き
が
え
ら
れ
る
。
X
は
先
の
⑵
の
連
立
方
程
式
の
解
べ 

■く
と

る
で
：あ
る
。
 

、

C

四
三
、五)



二
由
學
會
雜
訪
.

、第
.
.

ナ̂
九
.卷

.
'
'第
'
六
.
.號
.

(

四
三
六)

.

入
が
1£
則
で
な
.い
，と
.い
ぅ
經
濟
的
意
味
は
、
あ
る
銀
行
の
他
銀
行
に
斜
す
る 

.影
響
の
仕
方
が
、
，他
銀
行
の
パ
.タ
ー
シ|

で
表
わ
さ
れ
る
こ
と
：で
あ
る
。
：そ
の
時 

X
は
：—*
意

の

.
解

で

は

な

い

0
解

.は
一：
っ
.の
：線
型
空
間
を
形
成
す
る
。
ン
の
事 

は
、
決
し
て
偸
快
な
結
果
.で
は
な
い
。
：そ
こ
で

さ
し
あ
た
つ
て
、
' 
A
の
正
則
性
：
 

を
假
定
し
て
お
く
と
、
當
然
？

5

個
.の
銀
行
と
い
ぅ
の
が
何
か
と
い
y
問
題
が
生 

じ
；て
く
る
。
.即
ち
我
々
が
銀
行
の
數
を
?2
.個
と
し
た
の
は
、：
一
般
に
何
々
銀
行 

例
え
ば
第T

銀
行
、
兰
夔
銀
行
等
々
と
い
ぅ
名
稱
の
意
味
で
異
っ
た 

銀
行
の
數
を
级
と
し
た
の
で
は
な
く
、
他
の
銀
行
へ
の
働
き
方
、
或
い
は
銀
行 

の
预
金
の
源
泉
の
他
銀
行
か
ら
の
入
り
方
の
意
味
で
異
っ
た
銀
行
の
數
が
岭
だ 

と
い
ぅ
こ
.と
に
な
る
。
そ
の
社
會
の
銀
行
間
の
マ
ネ
I

フ
ロー

の
バ
ター

ン 

.

.

.
を
.示
す
の
が
行
列
八
で
あ
る
翦
を
示
し
て
い
る
。

再
び
前
節
で
.述
べ
た
法
意
を
考
え
る
と
、
べ
く
と
る
0
は
.
1(

前
節
の
> 
に 

對
應
し
て
い
て
、
銀
行
間
の
フ
ロ 

I
か

ら

全

く

外
侧
に
あ
る
と
い
う
畠
で
あ 

る
。：
卽
ち
、
特
徵
的
な
銀
£

制
<
に
對
し
て
、
原
因
が
何
で
あ
る
に
せ
よ
、
 

.例
え
ば
.贸
具
出
超
の
結
果
に
せ
よ
，
政
府
の
貨
馨
發
に
せ
よ
、
或
い
は
個
人 

の
タ
ゾ

ス
ま
を
の
減
少

に
せ
よ
、
^
め
な
事
情
に
よ
る
銀
行
體
制
に
對
し
て
本 

源
的
预
金
が
あ
っ
た
時
、

一
意
的
に
造
出
预
金
•«
肋
創
造
の
.額)

が
定
る
こ 

.と
を
.示
し
て
.い
る
。
.

次
に
.我
々
は
.、
前
にI

を
ハf

と
お
く
こ
と
の
さ
し
て

强
い
假
定
で
は
な
い 

，事

に

っ•い
て
言
及
し
た
'か
ら
、
そ
の
理
由
を
承
す
必
要
が
あ
る
。
.そ

..の

爲

に

は
 

.從
來
の
理
論
の
と
っ
て
い
る
假
定
が
我
々
が
と
っ
た
假
定
の
中
で
の
ス
ぺ
シ
ャ 

.

.
ル

ヶ

ー

.
ス

で

あ

.る
®?
を
示
せ
'は
十
分
で
あ
る
。
卽
ち
叫
コ
ン
ス
タ
V
ト
.の
假
定 

は
從
來
の
理
論
を
と
る
人
々
か
ら
は
、

件
が
强
す
ぎ
る
と
い
ぅ
批
判
を
受
け 

る
こ
と
は
な
く
な
る
。
フ
イ
リ
ツ
ブ
ス
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
と(

'1

丨
。11 丨

卩
1
2
:-

:  

—

 0211

丨
»2
2:,:

_
p
l
n

pp
ノ

に
對
し
て
、

.

J

I 

0

l
p
l
r)

—
a

—
r)

o

.(1
—

r)  

i
l
k

 

/  

o/s

?
の
所
は
フ
.ィ
リ
ヴ
プ
ス
の
言
及
し
て
い
な
い
所
で
あ
り
又
銀
行
體
制
全
體
と

し
て
考
えV

見
る
.と
た…

…

fc
、

r.
r
の
間
に
何
等
か
の
關
係
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
答
で
あ
る
。
こ
こ
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
、
個
と
全
體
と
を
分
け
ね
ば 

九
ら
ぬ
巡
然
性
が
あ
り
、
個
か
ら
m
發
し
た
體
系
は
不
分
析
の
ま
ま
に
放
置
さ 

れ
て
.い
る
の
で
あ
る
。

若

し
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
全
體
と
し
て
の
^
制
と
、

サ
ム
エ
ル
ソ
ン
の
體
制
と

へ
註
4} 

-

を

と

る

と

.
、

へ

M

;
 

0 

I

P

I3
ン

、x\

 

IQin.\ 

.

—
(

1—

0
 

0

.

/

. 

/

■ 

’
 

-  

/
 

.
/

\  

0 

I
P
I
^
H 

M

—

f-

こ
の
場
合
我
々
は
次
の
銀
行
に
全
額
支
狒
い
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
假
诺
し
て
い 

る
が
フ
こ
の
事
は
決
し
て
何
等
一
般
性
が
失
わ
れ
て
い
な
い
事
が
f

に
分 

る

-0
何
と
.な
れ

ば

、' 準
備
率
以
外
に
.貸
出
さ
れ
た
部
分
は
そ
の
通
路
を
決
定
さ 

れ
て
い
な
い
か
ら
、
1
か
ら
？5
へ
又
§
か
ら
1
へ
循
環
的
に
と
つ
た
と
し
て
も 

結
果
は
同
じ
替
で
あ
る
。
.斯
く
し
て
秕
々
の
假
定
が
ぼ
來
の
_

_
を
ス
ぺ
.シ
ャ 

ル
ヶ
I
ス
と
し
.て
含
み
且
、
個
々
の
銀
行
か
ら
出
發
し
て
、
あ
る
銀
行
體
制
の 

特
徵
を
把
掘
し
た
事
に
な
る
。

，次
に
な
す
べ
き
事
は
サ
ム
エ
ル
ソ
ン
が
行
っ
た
よ
う
に
、
時
間
を
導
入
し
た 

動
學
の
收
衆
し
.た
場
合
の
解
が
靜
學(

こ
こ
で
は
時
開
の
導
入
の
な
.い)

體
型 

の
均
衡
體
彔
で
あ
る
事
を
示
す
。.
或
い
は
計
算
體
型
と
呼
ん
だ
方
が
も
っ
と
も 

よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
方
法
に
よ
っ
て
經
濟
的
意
味
が
.よ
り
鮮
明
と
な
る 

で
.あ
ろ
う
。

:

‘ 

/

(

註

1)

こ

-
で
フ
口
一
と
呼
ぶ
こ
'と
は
決
し
て
經
齋
的
な
フ
ロ

 

f量
と
牙
盾 

は
し
な
い

'
し
か
し
我
々
の
分
析
は
準
僦
、
預
金
額
と
す
べ
て
ス
ト
ッ
ク
量 

で
あ
る

^
に
着

3
1

し
て
欲
し
い
。
卽
ち
、

ス
ト
ッ
ク
增
分
と
い
う
意
味
で
の 

.

.フd 

I

Sで
あ
る
。

(

f

)

ヶ
イ
ン
ズ

「

貨
幣
論

」

第
ニ
卷

-

i

sニ
三

一
頁
丨
ニ
頁
、

「

加
盟 

' 

.銀
行
の
準
備
率
は
法
律
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
變
化
し
が
ち 

で
あ
る
。

…
…

又
準
備
串
の
實
施
は
全
く
不
明
瞭
で
疑
ゎ
し
い
。

」

又
ゥ
イ 

.ン
ド
ゥ
♦ド
レ
ッ
ス
イ

シ
グ
な
る
言
葉

そ
の
も
の
が
旣
に
そ
の
非
固
定
性
に 

:

っ
ぃ

'て
語
っ
て
い

.る
。
勿
論
銀
行
體
制
全
體
と
し
て
の
準
備
_
と
い
う
時
に 

■
は
'個
々
の
銀
行
の
そ
れ

.と
ば
異
る

.が
、
個
が

ど
ん
な
に

變
化
し
て
も
条
體
と 

;
し
て
變
ら
な
い
爲
に
は

.何
等

か

の

個

：の
間
の
.閼

降

が

必

要

と

な

る

。

：

現
命
^
備
率
と
信
用
創
造 

•

(

註
3)

こ
の

事
は
す
ぐ
に
.は
い
え
な
い
。

後
の
安
窀
解

の
間
題
と
關

連
し
て 

來
る
。
何
と
な
れ
ば.

、.
A
が
正
則
で
も(
H
丨
と
が
正
則
で
な
い
場
合
が
存 

在
す
る
。(
I
I
A

)

が
正
則
で
な
い
と
假
定
す
る
と
.、(I

I
A

〕x
=

o

な 

る
叉
が
抑
次
元

空
間
の
中
に
存
在
す

る
。

A
が
固
有
値
1
を
持
ち
之
に
對
應 

す
る

㈤
#
ベ
く
と
る
X
が
■あ
る
と
，き
は
八
が
芷
則
で
も
、

I
丨A

は
正
則 

に
な
ら
な
い
。;.
之
は
後
に

A
に
條
件
を
與
え
て
常
に
正
則
な
ら
し
め

る
よ
う 

に
す
る
か
.ら
こ
.
こ.
で
は
そ
う
假
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

0.

(

註
4

0「

經
濟
學」

第

一
版
三

一一
三
頁—

三
三
三
頁
。

(

註
5)

.

.假
定
か
ら
最
初
の
銀
行
へ
の
リ
バ
ー
ヵ
シ

3
ン
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

又
'

^
i
"(

l
I
?
*

)

^

(

2*"1.:さ
ー1

)

リ
パ

I
力
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
た
の
が
個
別
銀
行
の
體
系(

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が

.

四
、
計
：箅
體
型

 

.

我

々
は
連
立
方
^
式
⑵
に
時
間
を
デ
ィ
ス
タ

リ

！

ト

に
導
入
す
る
の
に
只
，
 

ソ
ロ 

1(5
)
の
手
續
に
從
う
。
⑵
は
行
列
を
用
い
る
と
次
の
如
く
示
せ
る
。

IX
?

1
)
IA

X
S

=
C

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.…

主

'こ
の
式
は一

つ
の
體
系
の
運
動
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
運
動
方
程
式
の
經
濟
的 

意
味
ば
、
今
期
の
預
金
は|

期
前
の
预
金
に
依
存
す
る
か
ら
そ
の
差
が
あ
る
限 

り
.體
系
は
運
動
を
續
け
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
⑵
は

X
Q
、+
1)

=
X
S

=
X
 

め
時
⑷
と
同
じ
も
の
に
な
る
。
計
算
體
系
の
安
定
解
が
靜
學
體
系
⑵

の
解
を
な 

す
と
い
う
興
•味
あ
る
結
果
を
導
出
す
。
こ
の
時
、
 

x
=

a

 
丨 A

)ic

三

五

•

(

四
三
七)



Ill

田
舉
脅
雜
誌
.，
第
.四
十
九
卷
第
六
，號

で
fe
る
0 

V
,

定
差
方
程
式
⑷
の
安
定
解
.を
見
出
す
こ
と
が
我
々
の
問
題
上
な
つ
て
来
る
。
 

⑷
に
逐
次
代
入
を
行
ぅ
と
、

X
S

=
C

.A
X

(T
1

)

=
C

 
十 A

〔C
+

A
X

(1
)〕

-
 

=
C

+
A
〔C

+
A

{
C

+
A

X
(I )

}
〕

.=
(I+

A
+

A
2

+
.
.+

A
'-

1
)C

+
A

0
C

S
)

.

...
i
を
無
限
大
.に
近
ず
け
る
と
、

x
(8

)  =

 (1
+

a
+

a
m

-

.

.
:
o
+
A
8
x(

0)

.
こ
れ
が
解
を
も
つ
爲
に
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
<
3
の
巾
級
數
が
和
を
も
つ
こ
と
を 

示
せ
ば
よ
い
。
も
し
こ
れ
が
和
を
も
て
ば
A
s——
>
0
9—

>
8)

は
巡
要 

條
條
で
あ
る
か
ら
、

A
s

x
§

=
0

と
な
り
、
前
式
の
右
邊
.の
第
一
項
の
み 

に
着
目
し
て
、
そ
の
收
朿
條
件
を
我
々
の
經
濟
的
假
定
が
滿
し
て
い
る
か
否
か 

を
見
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
我
々
は
前
跡
未
踏
の
分
野
に
入
り
込
ん
だ
譯
で
は
な 

い
。

y ニ
ァ
•
モ
デ
ル
は
ト
ビ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
多
く
の
指
導
溝
達
の
.. 

情
報
が
あ
る
。
こ
の

rt
fc-ハ
產
社
#
で
は
必
要
に
膘
じ
て
、
生
■
㈱
を
と
れ
ば
よ 

い
。'榮
譽
に
對
す
る
敬
意
を
忘
れ
な
い
事
の
み
が
利
用
者
の
義
務
で
あ
る
。

•  

㈠
も

し

l

ll
v

o
の
時
、
行
列
A
の
巾
級
數
の
和
が
存
在
す
る
爲
の
必
要 

.

且
十
分
條
件
は
、
A
の
す
ベ
て
の
固
有
値
の
絕
對
値
が
1
よ
り
小
で
あ

る
0 (  
メ
ッ
ラ
I)

㈡

A
が

I

I1
V
0 

.で
分
解
不
可
能
な
行
列
で
、
す
べ
て
の
列
和
が
1
よ
り 

.
小
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
固
有
値
の
絕
對
値
は
1
よ
り
小
で
あ
る
。

(

ソ

ロ

.

.
V)

 

-

.
三

六

：
C

四
三
八)

明
か
に
㈡
は
體
系
が
收
朿
す
る
爲
.の
十
分
條
件
で
あ
る
。
そ
の
條
件
に
我
 々

.
の
體
系
が
合
ぅ
と
は
如
何
な
る
經
濟
的
意
味
を
持
っ
か
を
示
す
。

'

•M
l

A
l 

fo
r  a

ll  y

が
意
味
す
る
も
の
は
i
番
目
の
銀
行
は
、
本
源
的
预
金
以
上
に
貸
付
を
行
わ
な 

い
と
い
ぅ
事
で
あ
る
。|

が
和
の
中
に
入
っ
て
い
る
限
り
、
如
何
に
貸
付
の
一 

部
が
自
行
內
部
の
勘
定
で
の
M
替
に
終
っ
て
も
、
そ
の
部
分
が§

な
の
で
あ
る 

か
ら
、
本
源
的
預
金
を
貸
付
は
超
ぇ
ら
，れ
な
い
。

I

⑴
l
/
x
v»
.

の
定
義
か 

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

㈡
な
る
十
分
條
件
が
達
成
さ
れ
る
爲
に
は
、
' 

す
べ
て
の
銀
行
が
本
源
的
預
金
以
上
に
貸
付
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
請
す
る
。

■
我
々
の
理
論
體
系
は
最
初
か
ら
こ
の
事
を
假
定
す
る
方
が
よ
い
。
も
し
こ
の
假 

定
を
落
す
と
、
信
用
創
造
の
限
界
は
な
く
な
り
、
信
用
は
無
限
に
擴
張
さ
れ
る 

恐
れ
が
.あ
る
。

そ
の
時
經
濟
は
不
安
定
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
玉
子 

が
縦
に
立
っ
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
.0
そ
こ
で
級
數

M
A
S
が
收
束
す
る
事 

が
解
X
を
求
め
る
事
に
な
る
。
そ
の
場
合
、

(1+
A
+

A
2+

.

.)c

 

.

は
本
源
的
預
金(

體
制
と
し
て
の)

C
が
逐
次
造
出
す
る
預
金
の
和
を
示
し
て 

'.い
る
。

こ
の
事
ば

全
く
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
、
サ
ムH

ル
ソ
ン
の
實
數
の
級
數
で
示 

さ
れ
る
體
系
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。

し
か
も
我
々
は
個
々

の
銀
行
の
1
-f
T
動
パ
タ 

!
ソ
の
取
き
め
に
よ
っ
て
何
等
銀
行
體
制
全
體
と
し
て
の
準
備
率
を
ァ
.
プ
リ 

.オ
リ
イ
に
定
め
な
く
で
も
、
i

^

M

に
對
應
す

る

.
P
I

A)

ム

行
列
_ 

敷
の
一
意
的
存
在
を
導
出
出
來
た
。
個
々
の
銀
行
の
集
り
が
銀
行
體
制
全
體
と 

し
て
猫
果
を
規
定
し
た
。
然

ら

ば

と

P
I
と

ム

と

の

關
係

如
何
と
い
ぅ
事
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
の
考
究
が
我
々
の
命
題
㈡
の
導
出 

を
結
果
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
順
序
と
し
て
第
一
の
命
題
を
先
.に
示
そ
ぅ
。
 

そ
の
爲
に
は
厶
が
分
解
不
可
能
だ
か
ら

.
X
H
P
+
A
+
A
M
-…

：
.：

：

)

c 

-

か

ら

$
0

の
限
り
必
ず
す
ベ
て
の
銀
行
に
波
及
す
る
。
よ
っ
て
我
々
の
第 

1

の
命
題
は
證
明
さ
れ
た
事
に
な
る
。

我
々
の
體
系
で
难
備
率
と
は
如
何
な
る
も
の
に
な
る
か
を
定
義
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。
そ
し
て
葙
し
社
會
的
に
全
體
と
し
て
定
る
準
備
率
が
あ
る
と
假
定
す 

る
と
、
矛
盾
を
導
き
出
せ
ば
よ
い
。

.

今
R
を
銀
行
體
制
全
體
と
し
て
定
ま
る
あ
る
定
數
と
す
る
と
、
本
源
的
預
金 

に
對
し
て
、

信
用
創
造
が
行
わ
れ
た
後
も
、
又
本
源
的
預
金
が
な
か
っ
た
前 

も
、
_
備
率
は
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
镫
で
あ
る
。
よ
っ
て
.、
我
々
は
本
源 

的
預
金
が
i

額
を
示
し
、
そ
れ
に
よ
り
造
出
さ
れ
た
預
金
額
を
預
金
總
額
と 

み
な
し
て
も
よ
い
。
故
に
準
備
率
は
、
 

•

M
P

,-p——

、トMla.M
X
, 

.

.

然
る
に
、
.
^
は
命
題
0
か
ら
、
C.
C2…

…

C ,
の
碗
數
で
、
0,

.
c „
の
べ
く

と
る
の
方
向
に
存
す
る
°
た
と
え
.
2

0《

が
同
じ
で
あ
つ
て
も
、6

*

の
分 

祈
が
變
る
と
ル
が
變
化
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

例
え
ば
、

P
I
>
,
1
の

固
有
値
を
ん
、
そ
れ
.に
對
應
す
る
固
有
べ
く
と
る
を
ぴ
と
：す
る
と
、

- 

.
 

.

.
x

£
0

Y
。

現
金
'準
備
率
と
信
用
創
造
.

*

そ
乙
で
こ
の
似
•：
.：
C;
,
の
べ
く
と
る
に
對
し
て
は
.

R

 

川-7-

し
か
し

R
は
常
に
右
の
値
を
と
る
の
だ
か
ら
、

x
=

(
llA

)
ic

 

fo
r  a

ll  C

H
、。こ 

，

と
な
り
一
般
に
は
成
立
し
な
い
。
よ
っ
て
命
題
㈡
の
否
定
が
矛
盾
、だ
か
ら
、
命 

題
㈡
は
成
立
す
る
。

•
我
々
は
こ
の
學
說
上
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
、
或
い
は
現
在
の「

金
融
論」 

の
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
繙
い
て
も
必
ず
書
か
れ
て
い
る
命
題
の
否
定
を
證
明
し
た 

事
に
な
る
。
ど
ぅ
し
て
此
の
樣
な
結
果
が
出
た
か
、
そ
の
ヵ
ラ
ク
リ
は
簡
單
で 

あ
る
0.

'今
5
、'
:
6
な
'る
ー
1
っ
の
べ
く
と
る
を
と
ろ
ぅ
。
且6

、
6

の
間
に
は
次
の
關 

係
が
.あ
る
と
す
る
。

?
P
Q
 

,

6
、

G2
に
鄴
應
す
‘る
造
出
預
金
額
を
夫
々
ぞ
X2
と
し
、

(llA
)-

fB

 

を
使
え
ば
、
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ド

=
W

Y
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=
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P

Y
fw

Y
2

 

X
2
=

B
Y
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こ
の
ニ
つ
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式
か
ら
、X

1
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X
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夫
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11
1
、
R ,
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す
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、
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=
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‘

，卽
ち
同一

方
向
の
べ
く
と
る
は
儿
て
岗
じ
準
備
率
を
と
る
事
が
分
つ
た
。
實
數 

は
一
夂
ー
兀
の
、や
<
'い
か
と
考
え
れ
ば
、
'す
べ
て
の
本
源
的
預
金
は
第
一
一
節
、
或 

い
は
敎
科
書
に
書
か
れ
て
•い
る
事
は
間
違
い
で
は
な
い
。
し
か
し
一
般
に
相
異
'

:  

る
れ
個
の
銀
行
が
存
在
す
る
と
き
、
定
つ
た
準
備
率
は
存
在
し
な
い
。

以
上
で
我
々
の
命
題
の
證
明
は
終
づ
た
譯
で
あ
る
が
、
ッC
の
叙
述
は
索
出
的 

方
法
を
と
つ
た
。
そ
れ
で
論
理
的
な
P
成
の
爲
に
は
逆
の
組
方
を
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。

.
 

..

(

假
定
1)

銀
行
體
制
は
或
る
本
源
的
預
金
に
.對
應
し
て
斑
金
を
造
出
す
る
。
 

そ
の
關
保
を
A
と
す
る
。

:..c
—

>
x

(

假
定
2)

A
は
次
の
^
#
を
充
ず

正
則
行
列
で
あ
る
。

a
)  

a

c
G
o
<
M
5
A
l

げ)

c
lv
o
—

>x〉

o

fo
r.  3.11  

0

.

な
ら
ば
、
メ
ッ
ラ
！
、，
ソ
ロ
ー

の
定
理
に
よ
り
、

(
I
—

A
)

は
正
，則
.で
>
<
は 

一
意
解
を
も
づ
。
そ
の
時
、
命
题
㈠

は
腺
定
2
の
&

か
ら
證
明
さ
れ
、
命
題 

㈡

は
同
捸
に
い
え
る
。

.

.猶
間
題
と
し
て
殘
る
の
は
法
律
的
に
定
ま
つ
た
^
^
率
が
存
在
す
る
場
合
は 

如
何
と
い
ぅ
*
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
裏
は
我
々
の
.{̂
1
§
7
.

が
i
よ
，り
小
を 

確
め
る
だ
け
で
あ
つ
て
、

信
用
の
創
造
に
關
し
て
や
は
り
A
が
主
役
を
演
f 

る
。

但
し
法
律
的
に
定
め
ら
れ
た
場
合
に
も
1

行
は
叫
‘を
動
か
し
得
な
'̂
の

三

八

(

四
四
0〕

た
か
ら
0

0
中
貸
出
す
部
分
か
ら
リ
ー
ヶ
ー
ジ
を
前
も
つ
て
圖

つ
て
お
か
ね
ば 

:

な
ら
な
い 

C 

, 

:
;

.

.

.::
'

 

■

五
、むすび

我
々
は
こ

の
^
を
か
ら
言
え
る
重
要
な
事
は
盡
し
た
と
思
う
。
ダ
ッ
ド
ゥ
ィ 

ン
の
行
列
乘
數
と
ヶ
ィ
ン
ズ
の
^

^
の
乘
歡
と
の
_
ぼ
に
、
我
々
の
體
系
と
普 

通
の
銀
行
乘
數
と
，の
關
係
は
全
く
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。
我

々
^
罾

55
:
を

双

.&
し 

.て
見
る
と
、
o,
:
.
:
^
は
必
ず
し
も
正
で
あ
る
必
要
が
な
い
事
が
分
る
。
只
經 

濟
は
オ
ペ
レ~

タ
I 

<1が
.0,に

依
.存
し
て
、
或
る
種
の
變
動
を
す
る
の
が
^
通 

の
よ
う
で
あ
る
。
市
場
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
と
は
そ
の
樣
な
も
の
で
あ
る
事
に
は
違 

い
.な
い
と
思
う
。
只
こ
，の
論
文
.で
は
線
型
性
を
保
持
し
な
が
ら
れ
個
の
銀
行
に 

擴
張
す
る
こ
と
の
み
に
留
つ
た
。
預
金
創
造
に
つ
い
て
界
個
の
銀
行
の
相
瓦
の 

や
り
と
り
を|

 

(

定
數)

と
し
て
死
物
化
せ
し
め
た
事
は
取
扱
い
の
簡
-域
化
で 

あ
つ
て
、
線
型
性
そ
の
も
の
の
罪
で
は
な
い
。

し
か
し
I

s

と
し
て
も
線 

型
性
は
保
持
出
來
る
が
、
銀
篇
互
の
か
い
，と
い
の
本
質
の
解
明
に
は
ま
力
で 

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
は
信
用
創
造
の
構
造
に
掛
つ
て
い
る
。
だ
が 

叫
の
決
定
の
主
要
因
で
あ
る
一
般
企
業
及
び
消
費
者
の
預
金
銀
行
選
擇
の
社
會 

.的
總
和
の
よ
う
な
物
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
間
の
ス
ロ
レ
ト
•
.
ヵ

ッ

テ

ィン
グ
な 

競
爭
が
な
V
よ
う
な
狀
態
で
は
、J

つ
の
里
標
と
し
て
こ
の
モ
デ
ル
は
意
味
が 

あ
る
と
思
う
。
. 

.

X 

X 

X 

X 

〈

追
記〉
猶
本
硏
究
は
慶
應
義
塾
學
摩
振
興
資
金
に
ょ
る
阱
究
で
あ
ろ
。
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